





















































































































建築概要 鉄筋コンクリー ト造, 3階建
建築面積1,575m2,延床面積4,447m2
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[図16]学部本館 ｢各階平面図｣(市大大学事務局保管)
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庶務係 主事 .主査 渡辺三彦
書記 天原正久 土居節行 松山幾太郎
雇 平野肇志 寺西喜一郎 桜井良三郎 中村郁冶 井上正雄 増井仙冶 小林春治
設計係 技師 伊藤正文 (主任兼工務課河川係 .早大T6)
新名種夫 (京都大T13)竹内政治
技手 杉本虎之助 後藤寅之助 (兼市立市民病院技手 大阪高等工業T8)
八木幸助 (福井工業M38)矢代幸三郎 田上辰馬 後藤節二 岡村如水 鴨田薫
本多正道 (京都大S2)桐本楠雅 吉田清三郎 井手正雄 (京都大S3)大野勝三郎
熊本一之 渡辺金蔵 (関西商工T12)吉川悌冶 渡辺久雄 内山哲郎 佐川伊佐夫
(福井高等工業S3)宮田秀穂 森口正雄 沖増次 .(桃山中学M45)伊勢憲三
臨時技手 宮崎正夫 (紫野中学T13)
雇 田中芳郎 (関西商工T11)伊勢谷忠夫 福山良三 (関西高等工S5)
臨時雇 広瀬源三郎
工手 新熊健三 渡辺正三 野村安太郎 塚安治 (今宮職工S2)川西梅次郎 中村貞蔵
工事係 技師 大野直平 (主任) 三好貫- (早大T7)
技手 篠原清孝 (大阪市工業T2)横山佐久馬 松下利八 尾藤英太郎
三品勝之助 (大阪市工業T2)山上革 権藤友蔵 堀新作 青木周市
横田文夫 (兵庫工T7)竹花末春 (早稲田大S2)占部定一 (兵庫工T7)
青井要三 森川喜代之助 小早川謙治 (大阪市工業T9)本郷忠夫
長谷川吉次 (兵庫工T10)村井等昌 (大阪市工業T12)
臨時技手 片倉正
雇 下村捨三 (大阪市工業T15)加村寅太郎 長谷晃寛 谷垣宣二 出口幸三 赤岩四
郎 馬場和夫 篠原実 大津敏晴
臨時雇 本郷孝
























































































































































明治29 1896 3月 23日 誕生
大正 2 1913 4月 早稲田大学高等予科入学
36 19147 7月 同 終了
9月 早稲田大学理工学部建築学科入学
卒業 <学業優秀賞受賞>
12 1923 7月 辰野片岡建築事務所入所
8月 大阪市技手 .市庁舎建築係拝命 (事務所特派且として)
12 日本建築士会客鼻 .大阪市美術協会建築部会員
13 1924 2月 片岡建築事務所依蘇退職








134 19389 7月 大阪市教育部建設課長者任
10月 樟蔭女子専門学校講師
1 依願退職






18 1943 11月 大阪府工場建築協会参与
19 1944 4月 京都工業専門学校講師


























































































































































30伊藤による ｢インターナショナル｣ と ｢ローカリテ
ィ｣に関する言説については,笠原一人 ｢伊藤正文｣
(『建築文化』2000年 1月第55巻639号,pp.141),にお
いて詳 しく述べられている｡
31 ｢遮光庇｣｢ホッパー窓｣などについては,伊藤正文
｢教室の採光方法に関する一研究｣『日本建築学会大会
論文集』,1936年3月号,pp.244-53,伊藤正文 ｢Hopp
er窓の機構｣『建築と社会』1937年4月号,pp.8-12,
伊藤正文 『建築保健工学』第 1部,工業図書,1938年,
伊藤正文 『学校建築小論』相模書房,1951,pp.58-62
など多数の論文,研究書が発表されている｡
32以下の経歴については,伊藤正文,自筆 ｢履歴書｣
(｢昭和二十四年四月起 職員任免内申綴 家政学部｣大
阪市立大学生活科学部所蔵)はかによった｡
33 ｢日本インターナショナル建築会｣での伊藤の役割
や活動,作品については,前掲久保田正一 ｢日本イン
ターナショナル建築会について-その主張と展開｣,
前掲笠原一人 ｢伊藤正文｣,笠原一人 ｢｢日本インター
ナショナル建築会｣における伊藤正文の活動について｣
『平成12年度日本建築学会近畿支部研究報告集』pp.90
9-12,に詳 しい｡
34伊藤は衛生工学の分野で,昭和13年度 日本建築学会
学術賞を受賞 し,翌年9月には早稲田大学から建築衛
生工学分野で工学博士号を授与されている｡なお,伊
藤の小学校建築における衛生工学研究の実践について
は,前掲,川島智生 ｢昭和戦前期の大阪市における小
学校建築の研究一臨時校園建設所の組織とその建築に
ついて｣(pp.113-52)に詳 しい｡
35伊藤は戦時中には女子建築技術者の養成講座 ｢婦人
建築 ･工芸研究所｣を開き,戦後は ｢日本造形文化研
究所｣を主宰 した｡『大阪市立大学百年史 部局編』下
巻,大阪市立大学百年史編纂委員会,1983,pp.9000
36前掲 『大阪市立大学百年史 部局編』下巻,pp.900,
(12)
中嶋 :大阪市立大学の近代建築
『生活科学部の五十年』生活科学部創立50周年記念誌
編集委員会,1999,pp.95｡
37久保田正一は,｢日本インターナショナル建築会｣の
｢綱領｣の2番目に掲げられた ｢研究及創作の範囲は建
築を中心として人間の生活に関する総てを含む｣とい
った理念が,｢バウ-ウスの理念 と全 く同一のことを
述べている｣と指摘したうえで,｢日本インター･ナシ
ョナル建築会の目指すところもこれに近いものではあ
-57-
ろうが,バウ-ウスと並べてみた上での明らかな相違
点は,教育機関を伴わないこと｣と述べている (前掲
｢日本インターナショナル建築会について-その主張
と展開｣pp.45)｡
38前掲 『大阪市立大学百年史 部局編』下巻,pp.898,
の非常勤講師の名簿,前掲 ｢日本インターナショナル
建築会会員｣『インターナショナル建築』1930年 2月
第2号,pp.29-30,による｡
Summary
ThispaperisareportofthemodernarchitecturesofOsakaCityUniversity.ⅠnSugimoto-CampusofOsaka
CityUniversity,therearefivearchitectureswerebuiltinthelateModernperiod.Thesearchitectureswerede-
slgnedbyMasabumiltoundertheinfluenceoftheactivitiesof'TheInternationalArchitecturalAssociation
ofJapan'.NowwehavefewModernArchitectureswhichwerebuiltunderthemodernism movementslike
'TheInternationalArchitecturalAssociationofJapan',soitisindispensabletomakeitclearthatthese
architecturesareimportantforstudying ModernArchitectureinJapaninthattime. Thispaperindicates
thatthedistinctivefeaturesofthesearchitectures,thespecialcircumstancesofmakingthesedesignsandthe
worthofthesearchitecturesasModernArchitectureinJapan.
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